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長崎県民祈りの日 －平和集会－ 

諫早小平和宣言 『戦争について知り、命を大切にする行動をしよう』 

 

今からちょうど８０年前、広島と長崎に原子爆弾が落とされました。今日

は、原爆で亡くなられた方々の御冥福をお祈りするとともに、二度と戦争を

しないで、みんなで平和な世界をつくりますと誓うために、集会をしていま

す。 

 今日一日、日本中の人々が、特に長崎県の人は、平和について考え、平和

が続くように祈り、平和を守る誓いをする日になります。 

 これまで、みんなで折り鶴を折ったり、原爆のお話を聞いたり、「折り鶴」の歌の練習を

したりしてきました。これまでの平和についての学習を思い出しながら、歌って下さいね。 

 

さて、みなさんは朝、人と会ったら、「おはようございます」と言いま

すよね。 

では、この場合は、何と言いますか？そうです。答えは「いってきま

す」です。 

「いってきます」は、「行きます＋帰ってきます」という意味です。見送

る人は、「いってらっしゃい」と言いますが「無事に帰ってきてくださいね」という意味

になります。 

日本では、昔から「いい言葉」を口にすれば、「いいこと」が起きる。「悪い言葉」を口に

すれば、「悪いこと」が起きると言われていました。口にしたことが、実際に起きると信じ

られていたのです。 

昔は旅をするのも、命がけでしたから、旅立つ人は、「いってきます」と言うことで「必

ず帰ってきます」という誓いをたて、見送る人は「いってらっしゃい」という言葉に「行

って、無事に戻ってきてください」という思いを込めて言っていたのです。大切な人とま

た会うことができるようにという願いから「いってきます」「いってらっしゃい」という言

葉ができたのですね。普段、何となく使っていた言葉に、こんな深い意味があったんです。 

 

特に、この思いが強かったのが、戦争中です。戦争に行く人は「行って

きます」と言うことで「必ず生きて帰ってきます」という誓いを、日本で

見送る人は「いってらっしゃい」と言うことで、「無事に生きて帰ってき

てください」という思いを込めていました。 

でも、「行ってきます」と言わない人たちもいました。「神風特攻隊」で

す。「神風特攻隊」は「行ってきます」とは言わずに「行きます」と言っていました。「行

ってきます」「行って帰ってきます」と言うことができなかったのです。特攻隊の皆さんは、

小さな飛行機に乗って、敵の基地や戦艦めがけて、体当たりをしていくのが任務でした。
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明るく、思いやりのある子 

夢に向かって、自ら学ぶ子 
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もちろん飛行機は爆発し、特攻隊の皆さんもその爆発もろとも命を失います。死を覚悟し

た特攻隊の皆さんは、「行きます」「もう帰ってきません」と言い、空のかなたへと飛び立

っていったのです。 

当たり前に「行ってきます」「ただいま」と言えるこの平和な毎日に感謝して、一つ一つ

の言葉を、そして命を大切に生きててほしいと思います。 

 

 皆さんが折ったこんなにきれいな千羽鶴を見ていると、校長先生

は、こう思います。 

あなたたち一人一人は、家族や友だち、先生方にとって、とても大

切な存在で、その命はかけがえのないものです。 

人は誰でも、心が苦しいときがあり、不安や悩みを抱えることがあ

ります。心が苦しい時は、自分一人で抱え込まず、誰かに相談するこ

とが大切です。あなたの周りには、家族や友だち、先生方など、話を聞いてくれる人がい

ます。 

もし、あなたの周りに苦しんでいる人がいたら、話を聞いてあげると、苦しんでいる人

の心が軽くなります。 

どんな苦しさもいつまでもつづくものではなく、必ず新しい生活が始まり、心の様子も

変わっていきます。 

みなさんには、自分やお友達の大切な命を、今まで以上に、もっともっと大切にしてほ

しいのです。 

 

 ７月の初め「心を見つめる集会」で、みんなと考えた「諫小命のルール」を思い出して

みましょう。 

①自分の命を大切にする。 

  ・自分から、命を絶ってはいけない     ・自殺 

 ・命が危険になることはしてはいけない。  ・信号無視、危険運転、用水路 

②周りのみんなの命を大切にする。 

  ・命を奪う      ・殺害 

  ・命を危険にさらず  ・暴言「死ね」「うざい」「消えろ」 

             ・暴力（刃物尖ったもので突く、叩く、蹴る、押し倒す） 

             ・危険行為（廊下を走る） 

③みんなの命を守り合う、生きることを支え合う。 

  ・人の命を差別しない        ・悪口、無視、仲間外し、指示命令 

  ・明るい心でみんなの命と付き合う  ・あさいつを交わす 

                    ・声をかけ合う 

「ありがとう」「大丈夫」「がんばろう」 

 

 「自分を大事にする」、同じように「お友達のことも大事にする」

「決して傷つけたり、悲しませたりしない」、そして「みんなで仲良

く助け合って生活する」 

 これが、諫早小学校の当たり前の平和です。平和な毎日を作るの

は、まちがいなく諫小３９１名一人一人の心と行動です。 

 

諫小命のルール 

＝平和のルール 

 

 


